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特
集

包括的支援体制の構築に向けて
～重層的支援体制整備事業の実施を通して～

　地域共生社会の実現に向け、「相談支援」「参加支援」「地域づくり」を一体的に行う包括的支援体制の構築が市
町村行政の責務として位置づけられるとともに、これを推進するための重層的支援体制整備事業が創設され、県
内でもいくつかの市で取り組みが進められています。
　包括的支援体制および重層的支援体制整備事業は、従来からある取り組みや資源を生かしながら、分野・領域
を超えた連携・協働、あるいは地域での見守りや予防的取り組みの推進にむけて「再構築」していくことが主眼
となっており、各市町村でそれぞれの実情にそった展開イメージをどのように描き、関係者との合意形成のもと、
すすめていくかがカギとなっています。
　今回の特集では、従来からある地区単位の取り組みを包括的支援体制の一部に位置づけて展開している事例を
取り上げながら、県内の状況や本会の取り組みを紹介します。

「
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
」
が

必
要
と
さ
れ
る
背
景

　

近
年
、
８
０
５
０
問
題
や
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
な
ど
、
制
度
の

狭
間
と
な
り
が
ち
な
問
題
が
顕
在
化
し
て

い
ま
す
。
相
談
支
援
機
関
で
は
、
以
前
か

ら
こ
の
よ
う
な
課
題
を
把
握
し
て
い
ま
し

た
が
、
世
帯
の
中
で
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
る
な
ど
、
一
つ
の
相
談
支
援
機
関
で
介

入
、
対
応
、
継
続
的
な
支
援
が
難
し
い
事

例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
状
況
に
あ
る
人
々

に
は
社
会
的
孤
立
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、地
域
で
の「
気

に
か
け
合
う
関
係
」
な
ど
、
住
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
う
し
た
複
雑
化
・
複
合
化
す
る
地
域

生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
分
野
を
超
え
た
多
職
種

連
携
・
多
機
関
協
働
や
、
地
域
に
よ
る
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
な
ど
、
本
人
中
心

の
「
丸
ご
と
」
の
支
援
に
よ
り
課
題
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
包
括
的
な
支
援

体
制
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

包
括
的
支
援
体
制
に
お
け
る
機
能

　

こ
の
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に
は

「
断
ら
な
い
相
談
」、「
参
加
支
援
」、「
地
域

づ
く
り
」
の
一
体
的
展
開
（
図
１
参
照
）

が
必
要
と
さ
れ
、
市
町
村
域
に
お
け
る
取

り
組
み
の
推
進
に
向
け
て
、
令
和
２
年
の

社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
３
つ
の
支
援
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支

援
、
多
機
関
協
働
、
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成

が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
機
能
を
持
つ
、
重
層
的
支
援

備
事
業
、
４
市
が
移
行
準
備
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
に
地
域
性
や
特
色
を
い
か

し
た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
課
題
も
多

く
（
表
２
参
照
）、
事
業
の
着
手
に
は
時
間

を
要
す
る
状
況
で
す
。

出典： 「第６回地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」
（令和元年10月15日）資料より抜粋

体
制
整
備
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
困
り
ご
と
を
抱
え
る

人
た
ち
が
制
度
に
合
わ
せ
る
の
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご

と
や
状
況
に
あ
わ
せ
、
課
題
解
決

を
め
ざ
す
支
援
と
、
つ
な
が
り
続

け
る
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
そ
の
人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
支
援
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
職
と
住

民
の
協
働
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

支
援
が
必
要
な
人
を
早
期
に
発
見

し
て
、
課
題
の
深
刻
化
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

が
、
支
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く

支
え
る
側
に
も
な
る
よ
う
な
参
加

支
援
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。県

内
の
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

　

県
内
で
は
表
１
の
よ
う
に
、
現

在
、
３
市
が
重
層
的
支
援
体
制
整

図１
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包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
た
茅
ヶ
崎
市
の
取
り
組
み

●
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
開
始

　

茅
ヶ
崎
市
で
は
、
今
年
度
よ
り
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
に
当
て
は
ま
ら

な
い
課
題
や
複
合
的
な
課
題
の
解
決
の
た

め
、
各
関
係
機
関
の
役
割
分
担
や
支
援
の

方
向
性
の
整
理
、
事
例
全
体
の
調
整
を
行

う
仕
組
み
と
し
て
、市
福
祉
政
策
課
に「
福

祉
総
合
相
談
担
当
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
す
べ
て
の
相
談
を
受

け
る
わ
け
で
は
な
く
、
住
民
か
ら
の
一
次

的
な
相
談
は
、
従
来
ど
お
り
茅
ヶ
崎
市
役

所
の
各
相
談
窓
口
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
相
談
支
援
事
業
所
な
ど
、
既
存
の

窓
口
を
活
用
し
て
行
い
ま
す
。

　

新
た
に
設
置
し
た
市
福
祉
総
合
相
談
担

県内の重層的支援体制整備事業及び
移行準備事業の取り組み状況

［令和３年度］
・重層事業実施市町村：１市（逗子市）
・移行準備事業実施市町村：５市
　（鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、秦野市）

［令和４年度］
・重層事業実施市町村：３市
　（鎌倉市、茅ヶ崎市、逗子市）
・移行準備事業実施市町村：４市
　（藤沢市、小田原市、秦野市、厚木市）

重層的支援体制整備事業の実施における主な課題
・事業内容に対する理解が十分に進んでいない
・メリットを十分に感じられない
・事業に関係する各課の連携が進まない
・ 各分野の関係者が感じている事業に対する期待やニーズの大きさに違い
がある
・ 属性を問わない相談支援、参加支援及び地域づくりの事業を一体的に実
施することはハードルが高い
・庁内、庁外における準備に時間を要する
・事業に必要な新たな人員を配置することが難しい
・交付金のしくみが複雑で分かりにくい
・新たな予算措置をすることが難しい
　（※令和３年度市町村行政への調査結果から）

図２

図３

当
は
、
特
に
制
度
の
狭
間
の
課
題
や
複
合

的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
市
の
各
部
署
や
専
門
機
関
と
連
携

し
て
対
応
し
て
い
く
た
め
の
多
機
関
協
働

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
（
図
２
中
央

部
分
）。

　

ま
た
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
早
期

に
発
見
し
、
予
防
的
な
取
り
組
み
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
と
し
て
、
従
来
か
ら
各
地
区

に
設
置
し
て
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
住
民
活
動
と
専
門
職
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
地
区

社
協
や
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以

下
、
地
区
ボ
ラ
セ
ン
）
ほ
か
、
地
区
民
児

協
等
の
地
域
団
体
、
茅
ヶ
崎
市
社
協
（
以

下
、
市
社
協
）の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
兼
地
区
担
当
者
、
市
福
祉
総

合
相
談
担
当
な
ど
関
係
者
が
参
加
し
、「
地

区
支
援
チ
ー
ム
」
を
つ
く
っ
て
い
ま
す（
図

３
）。
こ
れ
に
よ
り
、
地
区
社
協
エ
リ
ア
で

専
門
職
と
住
民
活
動
の
連
携
・
協
働
の
相

談
体
制
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
茅
ヶ
崎

市
で
は
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に
あ
た

り
、
こ
の
仕
組
み
を
体
制
の
中
に
組
み
込

み
、
市
福
祉
政
策
課
の
地
区
担
当
職
員
も

参
加
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や

地
区
社
協
の
会
長
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
地
域
に
お
け
る
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得

て
、
定
期
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
情
報
共

有
の
ほ
か
に
、
事
例
検
討
や
新
た
な
取
り

組
み
の
検
討
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

会
議
に
参
加
し
て
い
る
地
区
ボ
ラ
セ
ン

で
は
「
ど
ん
な
相
談
も
、
ま
ず
受
け
止
め

る
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
は
、
深
刻
な
問
題
は
す
ぐ
に
専
門
職

と
共
有
で
き
る
地
区
支
援
チ
ー
ム
の
存
在

が
背
景
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
地
域
と
専
門
職
が
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の
安
心
感
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
地
区
に
あ
る
地
区
支
援
チ
ー

ム
を
核
に
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

の
輪
を
広
げ
て
、
網
の
目
の
細
か
い
相
談

支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
区
ボ
ラ
セ
ン
へ
の
支
援
に
よ
り
地
域
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
住
民
の
主
体
的
参

加
に
よ
る
福
祉
課
題
へ
の
解
決
力
の
向
上

表１表２
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を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
地
区
ボ
ラ
セ
ン
が
果
た
す
役
割

　

市
社
協
で
は
、
従
来
か
ら
地
域
支
援
の

重
点
を
地
区
社
協
に
お
い
て
き
ま
し
た
。

13
カ
所
あ
る
地
区
社
協
に
は
、
２
０
０
３

年
か
ら
地
区
ボ
ラ
セ
ン
の
設
置
が
推
進
さ

れ
、
ゴ
ミ
出
し
や
草
取
り
な
ど
の
生
活
の

困
り
ご
と
に
、
住
民
同
士
で
助
け
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、
地
区
担
当
者
が
継
続
的

に
地
区
ボ
ラ
セ
ン
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
継
続
や
展
開
に
向
け
て
、
運
営
や

拠
点
の
維
持
等
に
か
か
る
費
用
の
助
成
の

ほ
か
、
定
例
会
な
ど
に
参
加
し
住
民
か
ら

の
困
り
ご
と
へ
の
対
応
方
法
を
一
緒
に
考

え
る
な
ど
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

周
知
活
動
や
担
い
手
の
確
保
、
学
習
の
場

の
企
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
も
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
ボ
ラ
セ
ン
は
、
困
り
ご
と
を
抱
え

る
住
民
の
近
く
に
拠
点
が
あ
り
、
予
防
的

な
動
き
や
生
活
上
の
問
題
を
発
見
で
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
状
況
に

合
っ
た
情
報
提
供
や
困
り
ご
と
へ
の
素
早

い
手
助
け
な
ど
、
柔
軟
な
動
き
が
可
能
な

こ
と
が
強
み
で
あ
り
、こ
の
こ
と
か
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
た
本
会
の
動
き

　

本
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
等
に
関
わ
る
後
方

支
援
事
業
を
県
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
行
う
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

や
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
に

向
け
て
、
市
町
村
職
員
等
を
対
象
と
し
た

研
修
や
連
絡
会
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
情

報
共
有
や
連
携
等
を
図
る
と
と
も
に
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
よ
り
事
業
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

●
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
と
は

　

市
町
村
が
実
施
す
る
包
括
的
な
支
援
体

制
に
関
す
る
検
討
会
等
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
、
体
制
整
備
や
事
業
取
り
組
み

等
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
の
技
術
的

助
言
や
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
か
ら
把
握
し
た
課
題
を

も
と
に
次
の
内
容
の
支
援
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

⑴
体
制
整
備
等
に
向
け
た
勉
強
会
及
び
円

滑
に
庁
内
連
携
が
進
む
た
め
の
助
言
等

⑵
相
談
支
援
の
体
制
構
築
に
か
か
る
具
体

的
手
法
の
助
言
等

⑶
参
加
支
援
や
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
具

体
的
手
法
の
助
言
等

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
学
識
経
験
者
や
先

行
自
治
体
職
員
、
先
行
事
例
実
践
者
な
ど

で
す
。
ど
の
支
援
内
容
の
場
合
も
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
本
会
職
員
が
市
町
村
の
状
況

を
聞
き
取
り
し
た
上
で
、
具
体
的
な
方
法

を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

＊　

＊　

＊　

＊

　

去
る
７
月
20
日
、
市
町
村
行
政
・
社
協

を
対
象
に
「
包
括
的
支
援
体
制
構
築
・
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
担
当
者
研
修

会
・
連
絡
会
」
を
開
催
し
、
同
志
社
大
学

教
授
の
永
田
祐
さ
ん
の
基
調
講
演
「
地
域

共
生
社
会
に
お
け
る
包
括
的
支
援
体
制
の

構
築
」
と
グ
ル
ー
プ
で
の
情
報
交
換
を
実

施
し
、
51
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
で
は
、「
相
談
事
例
を
も
と
に

保
健
福
祉
部
や
年
金
課
、
介
護
課
な
ど
と

今
後
重
層
事
業
の
実
施
を
意
識
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
る
」「
実
施
に
向
け
て
関
係
各

課
と
や
り
取
り
の
中
で
関
係
が
で
き
て
き

た
」
な
ど
の
ほ
か
、
相
談
支
援
包
括
化
推

進
員
を
担
う
人
材
や
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
者
間
で
の
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に
あ
た
っ
て

は
、「
相
談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ

く
り
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で
福
祉
に
か

か
る
機
関
や
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
分
野
や

領
域
を
超
え
た
人
び
と
や
活
動
の
連
携
・

協
働
が
不
可
欠
で
す
。
先
行
地
域
の
取
り

組
み
に
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
体
制
を
、
関
係
者
と
の

合
意
形
成
の
も
と
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
地
域
課
）

【地区ボラセンの概要】
・開所日：週２～３日
・運営主体：地区社協
・活動者：スタッフは地区の住民
＊ コーディネーター（地区により３～10
名前後）

　当番制で拠点に駐在
　 支援の依頼や相談を受付け、現地の確
認、調整を行う

＊ サポーター（地区により30～90名前後）
　 コーディネーターからの調整を受け、
支援を行う

令和４年度包括的な支援体制及び重層的支援
体制構築支援事業の内容
（１）市町村間の交流・ネットワーク構築
　ア　 重層的支援体制等に関する連絡会（全体会）（８

月末予定）
　イ　 重層的支援体制担当者等連絡会（重層事業・移

行事業　実施地域連絡会）（７月・２月予定）
（２）市町村職員等に向けた研修
　ア　 包括的支援体制構築・重層的支援体制整備事業

担当者研修会（全体研修）（７月・２月予定）
　イ　 包括的支援体制構築・重層的支援体制整備事業

担当者研修会（課題別研修）（９月・12月予定）
（３）市町村へのアドバイザー派遣（通年）

】
日
協

会議では、子どもたちから高齢者まで気になる人たち
のことや、地域における困りごとを中心に話が進む
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あ
し
が
ら
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
開
所

権
利
擁
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
機
関
を
足
柄
上
１
市
５
町
共
同
で
設
置

県
内
初
・
広
域
の
中
核
機
関

　

認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、
各
種

の
契
約
や
預
貯
金
等
の
財
産
管
理
な
ど

が
難
し
い
人
を
法
的
に
支
援
し
、
本
人

の
権
利
を
守
る
成
年
後
見
制
度
。
こ
の

制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
市
町

村
で
は
、
制
度
に
関
す
る
相
談
や
普
及

啓
発
、
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
と
な
る
「
中
核

機
関
」
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
に
、
足
柄
上
地
区
の

１
市
５
町
（
南
足
柄
市
、
中
井
町
、
大

井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
）

が
共
同
で
、
南
足
柄
市
の
り
ん
ど
う
会

館
内
に
、「
あ
し
が
ら
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設

し
、
14
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
体
が
共
同
設
置
す
る
の
は
県
内
初

強
み
を
生
か
し
た
権
利
擁
護
支
援
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
市
町
の
行
政
や
社

協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談

支
援
事
業
所
を
一
次
相
談
窓
口
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
権
利
擁
護
相
談
に
取
り
組

み
ま
す
。
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
を
二
次
相

談
窓
口
と
し
、
弁
護
士
等
の
専
門
職
を

配
置
し
、
よ
り
専
門
的
な
相
談
に
対
応

し
ま
す
（
図
参
照
）。

の
取
り
組
み
で
、
運
営
は
南
足
柄
市
社

協
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

足
柄
上
地
域
で
は
、
平
成
27
年
度
よ

り
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
組
織
化

さ
れ
て
い
る
権
利
擁
護
部
会
に
て
、「
足

柄
の
地
域
に
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
よ
う
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
当
事
者
や
支
援
関
係
者
ら
と
共

に
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
に
は
「
足
柄
上
地
域
に
お
け
る
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
報
告

書
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
行
政
に
提
言
さ

れ
た
こ
と
が
、
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

委
託
を
受
け
た
南
足
柄
市
社
協
は
、

従
来
か
ら
法
人
後
見
事
業
を
は
じ
め
と

し
、
成
年
後
見
制
度
と
関
連
の
深
い
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
権
利
擁
護
関

係
者
と
の
連
携
を
目
的
と
し
た
「
足
柄

上
地
区
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

会
の
開
催
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
経
験
を
中
核

機
関
の
運
営
に
も
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

各
市
町
の
強
み
を

生
か
し
た
相
談

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
核
機
関
の
機
能

の
中
で
も
、
制
度
利
用
の
促
進
に
向
け

た
相
談
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
足
柄

上
地
区
は
面
積
が
広
い
た
め
、
ま
ず
は
、

身
近
な
市
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
、

に
、
足
柄
上
地
区
全
体
の
状
況
や
課
題

を
共
有
す
る
全
体
協
議
会
「
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
設
置
し
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
市
町
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
重
層
的
な
相
談
体
制

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
１
市
５

町
の
関
係
機
関
で
課
題
解
決
や
情
報
共

有
を
行
う
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、

足
柄
上
地
区
全
体
の
成
年
後
見
制
度
を

始
め
と
す
る
権
利
擁
護
支
援
の
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。権

利
擁
護
と
地
域
共
生
社
会

に
向
け
て

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
権
利
擁
護
と
地
域

共
生
の
道
し
る
べ
と

な
る
よ
う
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
作
成
し

ま
し
た
。
６
つ
の

「
Ａ
」
の
文
字
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
人
型
は
足
柄
上
地
区
の

６
つ
の
市
町
を
表
し
て
い
ま
す
。
６
つ

の
市
町
が
協
力
連
携
し
て
、
権
利
擁
護

支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

現
在
、
県
内
の
中
核
機
関
は
、
足
柄

上
地
区
含
め
、
16
ヵ
所
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
本
人
・
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

権
利
擁
護
の
支
援
体
制
づ
く
り
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
）

　

相
談
以
外
に
も
、
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
一
次
相
談
窓
口
で
対
応
す
る
職
員

研
修
を
行
う
ほ
か
、
足
柄
上
地
区
全
体

で
ケ
ー
ス
検
討
を
行
う
支
援
検
討
会
議

を
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
市
町
に

お
い
て
権
利
擁
護
の
課
題
解
決
を
図
る

権
利
擁
護
協
議
会
を
開
催
す
る
と
と
も

開所式の様子

あしがら成年後見センターにおける相談業務

市町社会福祉
協議会

地域包括
支援センター

市町担当課

障害者相談
支援事業所

（図）
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症
重点プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

＜基本プランに加入される方へ＞

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

NE
WS

●障害者基本計画でヤングケアラーを支援
　内閣府は、2023年度からの第５次障害者基本計画
にヤングケアラーを含む家族支援策を盛り込む考え
を示した。障害者のケアを担う家族の負担を軽減す
るため、障害者の家事援助、短期入所といったサービ
スの提供体制を確保する。

●老人ホームの給与改善進む
　厚生労働省は、養護老人ホームと軽費老人ホーム
の給与改善に向けた支弁額の改定について、自治体
の対応を調査した。養護老人ホームは85％、軽費老
人ホームは97％の自治体が改定を実施または実施見
込みであることが分かった。

●コロナ濃厚接触待機　緩和へ
　政府は、新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者
の待機時間を、従来の７日間から５日間に短縮すると
発表した。また、接触日を０日として２、３日目の検査
で陰性なら待機を終えることとした。人手不足で社
会経済活動に影響が出る事態を防ぐねらいがある。

●相模原市「高次脳機能障害」への理解を深
めるパンフレット作成
　相模原市は、脳卒中や交通事故による脳外傷など
で生じる、高次脳機能障害について理解を求めるパン
フレットを作成した。パンフレットでは、
同障害の症状に加え、市内の相談所
や、当事者や周囲の対応例を挿絵付き
で紹介している。

●座間市の生活困窮者支援事業を紹介する本
が出版

　座間市が独自に実施する生活困窮者支援事業を紹
介した「誰も断らない　こちら神奈川県座間市生活
援護課」が出版された。2015年に施行された、生活
困窮者自立支援法に対応するために効果的な支援体
制としてつくり上げた「座間モデル」の経緯や、奮闘
する職員らの姿を現場目線で描いている。

６月26日～７月25日　　　
※新聞等掲載時点
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◇どんな仕事をしている船？

　みなとみらい21地区の第一号ドックに係留保存され
ている「帆船日本丸」は、昭和５年に船員を養成する
ために造られた練習帆船。昭和59年の引退までに地球
約45周分の距離を航海し、１万1500人が乗船実習を受
けました。船内では実習生や船長の部屋、教室、調理
室などを見て回ることができ、実習や共同生活の様子
を思い描くと、船員として働く人々のたくましさを感
じます。
　併設の「横浜みなと博物館」は６月にリニューア
ル。横浜港の歴史や仕組みと役割を最新映像や模型で
知ることができます。その中でも子どもたちに人気な
のは、「ガントリークレーンシミュレーター」。大きい
コンテナ船から積みおろされるコンテナに私たちの暮
らしに必要なものがいろいろ入っていることもわか
り、船と港がぐっと身近な存在になります。

◇夢が広がるリアルな宇宙

　宇宙のさまざまな謎を研究する「JAXA宇宙科学研
究所／相模原キャンパス」にある「宇宙科学探査交流
棟」では、昭和30年の日本初の発射実験で使われた長
さ23cmのペンシルロケットを原点に、宇宙への飛行
や探査機器の搭載で徐々に大型化したロケット開発の

あゆみを展示。挑戦を繰り返し、失敗から学んだ発見
を積み重ねると宇宙へも行けるという研究者の思いが
胸に響きます。
　打ち上げ用ロケットの実機に触れ、小惑星探査機
「はやぶさ」と「はやぶさ２」が持ち帰った小惑星の粒
子を拡大して見ると、宇宙をリアルなものとして感じ
ることができ、子どもたちの夢も大きく広がりそう。
スタンプラリーや展示解説ツアーも実施され、売店で
は宇宙食も販売されています。隣のプラネタリウムが
ある「相模原市立博物館」とあわせて訪れるのもおす
すめです。

■帆船日本丸・横浜みなと博物館
〒220‒0012 横浜市西区みなとみらい２‒１‒１
☎ 045‒221‒0280　開館時間 10：00～ 17：00
（最終入館16：30）、月曜休（祝日の場合は翌
平日休）
■JAXA宇宙科学研究所／相模原キャンパス
　宇宙科学探査交流棟
〒252‒5210 相模原市中央区由野台３‒１‒１
☎ 050‒3362‒3540　※応答は10：00～17：15（休館日を
除く）、開館時間10：00～16：00　休館日はHPを確認

 今月は
⇨ ＮＰＯ法人　ままとんきっず
 がお伝えします !　

〈連絡先〉〒214‒0011　川崎市多摩区布田24‒26
　　　　☎ 044‒945‒8662　FAX 044‒944‒3009
　　　　 URL http://www.mamaton.jpn.org/

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者等の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　家族でおでかけすることが多くなる夏。
　子どもたちと乗り物を楽しむ機会も増えますよね。
　そこで、今回は乗り物の中でも大きい船やロケットを
見に行ってみました。実物に触れ、なぜこんなに大きい
のかなと一緒に考えると、子どもたちの興味の幅も広が
るかもしれません。
　横浜市の「帆船日本丸・横浜みなと博物館」と相模原
市の「JAXA宇宙科学探査交流棟」をご紹介しましょう。

親子で大きい乗り物を見に行こう！

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

　今年で子育て支援活動29年目。お母さんたちが主体となって、親
子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、産後サポー
ト、子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、中学校での赤ちゃ
んふれあい体験事業などを運営。情報誌・単行本の発行物は45冊を
超え、一部は海外でも翻訳出版。乳幼児から小中学生まで幅広い子
育て支援により、地域の活性化を目指し、活動の場を広げている。

「帆船日本丸」は国指定重要文化財。帆
を広げる「展帆」を年間約12回実施

「ガントリークレーンシミ
ュレーター」ではコンテナ
の積みおろしの操作を体験

天文衛星や惑星探査機の打ち上げ用ロケット
「M-V」（実機） 「M-V」の構造を間近

で見て、触ることも
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重
度
の
知
的
障
害
・
自
閉
症
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
の
形

に
向
け
た
療
育
支
援
を
行
っ
て
い
る
弘
済
学
園
（
秦
野
市
）
を
訪
ね
、
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
職
場
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

●
小
さ
な
進
歩
を
大
切
に

　

弘
済
学
園
は
、
社
会
的
養
護
だ
け
で

な
く
、
福
祉
的
な
支
援
（
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
る
、
心
や
身
体
的
な
支
援
を

行
う
等
）
や
、
日
々
の
行
動
障
害
、
精

神
面
の
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
た
ち
の
入
所
施
設
で
す
。

　

施
設
の
方
針
と
し
て
、
他
者
と
の
比

較
で
は
な
い
小
さ
な
進
歩
を
大
切
に
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「『
我
が
子
が
あ
ま
り
成
長
し
て
い
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
』
と
不
安
に
感

じ
て
い
る
ご
家
族
に
『
一
人
で
上
履
き

が
は
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
』『
ト

イ
レ
が
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
よ
』
と
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と

で
も
具
体
的
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
職
員
だ
か
ら
気
づ
く
小
さ
な
進

歩
を
、
家
族
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
や
成
長
を
喜
ぶ
親
の
姿
、
こ
れ
ら

を
通
し
た
現
場
の
支
援
と
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
、
時
間
を
か
け
て
職
員
に

し
っ
か
り
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
職
員
自
身
が
子
ど
も
た
ち
の

小
さ
な
進
歩
を
他
と
の
比
較
で
は
な
く

心
か
ら
喜
ぶ
姿
勢
が
大
切
な
ん
で
す
」

と
高
橋
園
長
は
語
り
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
も
プ
ラ
ス
思
考
で

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
、
施
設
を
運
営
す

る
上
で
困
難
な
状
況
も
プ
ラ
ス
思
考
で

乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。
原
田
福
祉
研
究

員
は
「
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
練
習
に
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
も
見
事
に
達
成
で
き
た
。
マ

ス
ク
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
成
長
で
き
た

の
は
コ
ロ
ナ
禍
の
お
か
げ
で
す
。
外
出

は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
代
わ
り
に

室
内
の
遊
び
を
考
え
、
そ
こ
で
子
ど
も

の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
ん

な
ふ
う
に
小
さ
な
進
歩
を
大
切
に
し
て
、

プ
ラ
ス
思
考
で
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ

と
は
、
私
た
ち
弘
済
学
園
の
伝
統
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
す
。

こ
の
、
小
さ
な
進
歩
を
大
切
に
し
、
良

い
部
分
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
仕
事
を

す
る
職
員
の
育
成
に
際
し
て
も
必
要
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

●
職
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

弘
済
学
園
の
家
族
支
援
は
、
個
別
面

談
だ
け
で
は
な
く
、
親
が
数
人
参
加
す

る
親
教
室
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

長
ら
く
弘
済
学
園
の
園
長
職
を
担
っ

て
い
た
飯
田
雅
子
さ
ん
は
、
現
在
、
法

人
の
顧
問
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

毎
回
こ
の
親
教
室
に
出
席
し
て
い
ま

す
。
親
教
室
で
は
ご
挨
拶
を
さ
れ
る
程

度
で
す
が
、
親
教
室
の
後
、
親
教
室
で

説
明
を
行
っ
た
職
員
に
、
振
り
返
り
だ

け
で
は
な
く
、
励
ま
し
の
エ
ー
ル
を
送

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。「
職
員
が
親

に
対
し
て
説
明
を
す
る
場
面
で
、
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
厳
し
く
指
導

す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
小
さ

な
こ
と
で
も
、
良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
中

心
に
振
り
返
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
職
員
は
育
っ
て
い

く
も
の
で
す
」
と
、
飯
田
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

　

ま
た
、
高
橋
園
長
は
「
職
員
は
家
族

と
接
す
る
際
に
、
相
当
な
緊
張
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
界
で
長
年
仕

事
を
し
て
き
た
飯
田
さ
ん
の
よ
う
な
大

先
輩
に
励
ま
さ
れ
る
こ
と
は
、
若
手
職

員
自
身
が
勇
気
づ
け
ら
れ
る
し
、
私
も

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
お
金
を
も
ら
っ
て
働
い

て
い
る
プ
ロ
な
の
だ
か
ら
、
若
手
職
員

で
も
苦
労
す
る
の
が
当
然
、
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
の
考

え
は
、
今
の
若
い
世
代
に
は
受
け
入
れ

ら
れ
に
く
く
、
厳
し
い
苦
労
ば
か
り
さ

せ
て
も
育
ち
ま
せ
ん
。
励
ま
す
こ
と
、

そ
し
て
、
注
意
す
る
場
合
に
、
誰
が
ど

の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

●
個
々
の
支
援
の
ス
タ
イ
ル
・
仲
間
同

士
の
つ
な
が
り

　

現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
障
害
の

程
度
や
個
別
性
等
が
あ
り
、
支
援
の
方

法
も
そ
れ
ぞ
れ
。
ま
た
、
個
々
の
職
員

自
身
に
合
っ
て
い
る
支
援
方
法
か
ど
う

か
も
大
事
な
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
職
員
は
言
い
ま
す
。「
支
援
が
難

し
い
子
ど
も
に
対
応
す
る
方
法
に
悩
ん

で
い
た
時
、
あ
る
先
輩
か
ら
『
こ
う
す

る
と
い
い
』
と
聞
き
、
そ
の
先
輩
の
言

う
通
り
に
や
っ
て
み
ま
し
た
が
見
事
に

失
敗
。
や
は
り
自
分
に
あ
っ
た
支
援
の

方
法
は
、
自
分
で
見
つ
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
」。

　

支
援
に
際
し
て
は
困
難
な
場
面
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
同
期
の
仲
間
同
士
で

受
け
止
め
あ
う
こ
と
も
、
明
日
の
仕
事

職
員
が
自
信
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
た
め
に

〜
良
い
部
分
を
引
き
出
し
、
評
価
す
る
大
切
さ
〜

―
（
公
財
）鉄
道
弘
済
会
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

弘
済
学
園（
秦
野
市
）

あなたの職場

音感プログラム中の様子
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の
英
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
担
当
す
る
子
ど
も

の
年
齢
や
障
害
の
程
度
は
様
々
で
す

が
、「
う
ち
も
大
変
、
あ
な
た
も
大
変
、

み
ん
な
大
変
。
頑
張
ろ
う
！
」
と
、
励

ま
し
あ
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

●
卒
園
と
い
う
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

　

児
童
福
祉
施
設
で
は
、
子
ど
も
の
年

齢
が
18
歳
に
達
す
る
と
園
を
卒
園
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
別
の
担
任
制
と
し
て
い
る
た

め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
関
わ
り
は
短

い
期
間
に
な
り
ま
す
が
、
一
人
の
こ
ど

も
が
卒
園
す
る
ま
で
に
、
計
数
十
人
の

職
員
が
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
施
設
で
は
、
入
園
以
来
の

一
人
一
人
の
写
真
を
た
く
さ
ん
保
存
し

て
い
ま
す
。
全
職
員
が
卒
園
者
の
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
撮
り
た
め

た
写
真
を
一
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
ま
と
め
、

ま
た
、
10
分
ほ
ど
の
ス
ラ
イ
ド
動
画
に

し
て
上
映
し
て
い
ま
す
。

　
「
送
別
会
は
寂
し
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
将
来
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
嬉
し

く
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

動
画
を
見
る
と
、
一
人
の
こ
ど
も
に
数

多
く
の
職
員
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。
日
々
の
忙
し
さ
の
余
り
、

自
分
が
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
支
援
し
て

い
た
か
分
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、
こ

の
ア
ル
バ
ム
や
ス
ラ
イ
ド
動
画
づ
く
り

は
職
員
に
と
っ
て
自
分
の
仕
事
や
立
ち

位
置
を
再
確
認
で
き
る
貴
重
な
場
で

す
。
児
童
の
入
所
施
設
は
、
様
々
な
職

員
に
よ
る
い
わ
ば
『
バ
ト
ン
リ
レ
ー
』

で
支
援
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
卒
園

は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
三
好
課
長
は
語

り
ま
す
。

　

な
お
、
弘
済
学
園
で
は
、
毎
年
同
窓

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
例
年
１
０

０
人
以
上
の
卒
園
生
が
参
加
す
る
そ
う

で
す
。
こ
こ
で
、
更
に
成
長
し
た
卒
園

生
に
会
う
こ
と
は
、
職
員
に
と
っ
て
も

大
い
に
励
み
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

◆　

◆　

◆

　

今
も
毎
日
の
よ
う
に
全
国
か
ら
在
宅

の
障
害
児
の
支
援
を
求
め
る
声
が
届
く

弘
済
学
園
。
蓄
積
さ
れ
た
支
援
の
伝
授

に
向
け
て
施
設
内
、
県
内
、
そ
し
て
全

国
の
関
係
者
へ
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
は
今

日
も
続
き
ま
す
。

（
企
画
課
）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料でで
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

施設の感染症対応費用補償
休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ21-12224から抜粋）

弘済学園のスタッフ
左から高橋園長、花枝さん、高橋さん、三好課長
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神奈川県社会福祉センター整備事業へのご協賛ありがとうございました
　令和３年８月に開所した「神奈川県社会福祉センター」の整備にあたり、コロナ禍にもかかわらず、
累計277件、17,597,600円のご協賛を賜りました。あわせて「世界経済が不安定で福祉課題が山積する
中、県社協としての情報発信を期待します」といった励ましも多数、頂戴しました。皆様のご支援、ご
協力に改めて厚く御礼を申し上げます。
　本会ではセンターの機能を十分に発揮し、引き続き本県の地域福祉の推進に取り組んでまいります。

（福）恩賜財団済生会支部神奈川県済生会、（福）白百合会、（福）孝楽会、（福）あおぞら、（特非）神奈川県ホームヘルプ協会、
（公社）認知症の人と家族の会神奈川県支部、（一社）やまゆり知的障害児者生活サポート協会、（特非）神奈川県腎友会、
（一財）言語交流研究所、（株）ねずらむ、（福）恩賜財団神奈川県同胞援護会、（株）トシダ、（福）神奈川県社会福祉事業団、
（公社）かながわ福祉サービス振興会、神奈川県農業協同組合中央会、（株）三光ビルサービス社、（株）トミヤ、
（福）横浜社会福祉協会、（福）久良岐母子福祉会、（福）伸こう福祉会、（株）石井商事、（福）同塵会、（福）白峰会、中川緑、
（学）白峰学園横浜女子短期大学、神奈川県社会福祉婦人懇話会、御薗生和彦、（株）あんざい、（福）育生会、（福）同愛会、
（福）恵和、（福）ほどがや、（福）幸済会、（医）伊純会、高田淳子、（福）白根学園、（福）藤嶺会、（福）ル・プリ、（福）偕恵園、
（福）恵愛会、徳久和彦、齋藤功人、（福）電機神奈川福祉センター、（福）すみなす会、（福）しののめ会、（福）近代老人福祉協会、
（福）横浜共生会、（福）みどり福祉会、（福）シャローム会、浅野真巳、（一社）神奈川県自動車会議所、（福）和みの会、
（公財）十愛会、（福）松緑会、（福）イクソス会、（福）孝徳会、（福）豊笑会、（福）真愛、（福）横浜長寿会、（福）公正会、（福）雄飛会、
（福）たちばな会、（福）愛成会、（福）川崎聖風福祉会、（医）正慶会、オール・レンタル（株）、（福）川崎市社会福祉協議会、
（福）長寿福祉会、（福）育桜福祉会、（福）新日本学園、鈴木寛、（福）尚栄福祉会、（福）セイワ、（福）高津百春会、
（福）子の神福祉会、（福）川崎愛児園、（福）長尾福祉会、（福）みのり会、（福）大慈会、（福）照陽会、（福）厚生館福祉会、
（福）弥生会、（福）藤英会、（福）慈正会、（福）たちばな福祉会、（福）さがみ愛育会、（福）相模福祉村、（福）悠朋会、（福）喜楽会、
（福）すずらんの会、（福）晴翔会、（福）たけのうち福祉会、（福）報徳会、（福）青芳会、八木時雄税理士事務所、（福）富士美、
（福）横須賀乳幼児保護会、（福）慈恵会、藤沼直美、（福）みなと舎、（福）日本医療伝道会、（福）興寿会、（福）三育福祉会、
（福）海風会、（福）結いの会、（福）栗山会、栗田敏彦、（福）あまね、（福）長岡児童福祉園会、（福）長井婦人会、（福）湘南福祉協会、
（福）横須賀市社会福祉協議会、佐野美智子、飯島信彦、鈴木秀雄、かながわ信用金庫、（福）至泉会、（福）つちや社会福祉会、
（福）貴峯、（福）進和学園、（福）平塚市社会福祉協議会、（株）エコス、（福）聖音会、（福）こばと会、（福）鎌倉静養館、
（福）ラファエル会、（福）鎌倉市社会福祉協議会、（福）永寿会、（福）竹生会、飛鳥田一朗、捧恵一、前田卓哉、（福）ひばり、
（福）葵福祉会、（福）みその、（福）めぐみ福祉会、（福）藤沢市社会福祉協議会、藤沢市民生委員児童委員協議会、
藤沢障害福祉法人協議会、（福）小田原福祉会、（福）ゆりかご園、（福）宝安寺社会事業部、更生保護法人報徳更生寮、
（福）久野保育園、近藤正浩、（福）国府津保育園会、（福）よるべ会、（福）積善会、（公財）積善会、石川邦雄、（福）松が丘保育園、
（福）白十字会林間学校、（福）福光会、（福）松宝苑、（福）茅ヶ崎市社会福祉協議会、木下操、篠原德守、井出康夫、
（福）逗子市社会福祉協議会、冨田邦衛、石黒敬史、三浦市民生委員児童委員協議会、（福）こひつじ愛児会、（福）むつみ福祉会、
（福）常成福祉会、（福）かながわ共同会、（福）かしの木会、（公財）鉄道弘済会、（福）秦野市社会福祉協議会、（福）三田福祉園、
（福）神奈川県総合リハビリテーション事業団、（福）厚木慈光会、（福）すぎな会、（福）敬和会、（福）清琉会、（福）県央いずみ会、
（福）野百合会、（福）紅梅会、（福）大和清風会、（福）徳寿会、（福）県央福祉会、金子直勝、（福）緑友会、（福）松友会、
（福）大六福祉会、（福）こまや社会福祉事業会、（福）泉心会、（福）伊勢原福祉会、萩原敬三、（株）鈴木油脂、（福）星谷会、
（福）中心会、海老名市民生委員児童委員協議会、（福）成光福祉会、矢部雅文、（福）互恵会、（福）敬心会、
座間市民生委員児童委員協議会、（福）足柄緑の会、（福）県西福祉会、（福）南足柄市社会福祉協議会、（福）泉正会、（福）道志会、
川邊渓子、（福）誠心福祉協会、綾瀬市民生委員児童委員協議会、（福）愛川舜寿会、（福）愛伸会、（福）愛川町社会福祉協議会、
石井康弘、（福）清川村社会福祉協議会、（福）幸保園、（福）葉山町社会福祉協議会、（福）湘南広域社会福祉協会、（福）吉祥会、
（福）素心会、（福）心泉学園、（福）育秀会、（福）大井町社会福祉協議会、鈴木和夫、（福）松田町社会福祉協議会、
（福）はぐくみ福祉会、（福）開成町社会福祉協議会、（福）箱根恵明学園、（福）箱根町社会福祉協議会、富士屋ホテル（株）、
（福）真鶴町社会福祉協議会、（福）城山学園、（一財）生活保健協会、（福）湯河原町社会福祉協議会、（株）安江設計研究所

神奈川県社会福祉センター整備事業　協賛者御芳名
（敬称略、順不同。公表に同意をいただいた団体・個人のみ掲載しています。）

〈令和４年３月31日時点〉
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本会主催の催し

協働モデル事業
多文化高齢社会ネットかながわ

1 みんなで育てる やさしい日本語
◇日時＝A.入門編　令和4年9月16
日（金）20時～22時　令和4年10月2
日（日）8時30分～10時30分
　B.書く編　令和4年10月14日（金）
20時～22時　令和4年10月23日
（日）8時30分～10時30分
　C.話す編　令和4年11月18日（金）
20時～22時　令和4年11月20日
（日）8時30分～10時30分
◇開催方法＝オンライン（web会議
システム「Zoom」使用）
◇申込方法＝Googleフォームにて
申込み

URL  A.入門編 https://for
ms.gle/Y5pkoYVAQ8
boEppo8
　 B.書く編 https:///for
ms.gle/W4Foj3jQazU
NAxKy8
　 C.話す編 https://for
ms.gle/dma1d5TSdY1
h5eMn7

Mail tknkyukka2021@gmail.com
2 県民講座：外国人も年をとりま
す！～外国につながる高齢者が安心
して日本でくらすために～
◇日時＝令和4年9月25日（日）14時～
16時
◇開催方法＝オンラインもしくは会
場参加（かながわ県民センター12

階 第二会議室）
◇申込方法＝Googleフォームもし
くはメールにて申込み

URL https://forms.gle/LjC
LXPa3safubtgX9

Mail tknkyukka2021@gmail.com
HP  講座の詳細は「ユッカの会」HP
で確認
　http://yukkanokai2014.web.
fc2.com

他機関・団体の催し

手話入門講座のご案内

◇日時＝令和4年10月7日～11月18日
（毎週金曜日）　10時～12時
◇受講対象＝手話を初めて学ぶ人
◇定員＝15名
◇受講費＝無料　※但しテキスト代
（DVD付き）3,300円（税込）
◇申込期間＝令和4年9月21日（水）
◇申込方法＝メールかFAXにて申
込み
　結果は9月22日以降にお知らせ
◇問合せ＝（福）セイワ
　川崎授産学園市民交流事業
☎ 044‒954‒5011
FAX 044‒954‒6463
Mail entry@seiwa-gakuen.jp

かながわコミュニテイカレッジ
９月開講講座

共助の地域づくりを推進する講座
◇日時＝令和4年9月21日～11月16日
（毎週水曜日）
　13時30分～16時30分（全5回）

◇受講費＝6,000円
◇定員＝30名
URL  http://www.pref.kanagawa.
jp/docs/u3x/komikare/r4kou
za/kyoujo_suishin.html
◇申込方法＝ホームページもしくは
電話、ＦＡＸにて講座名・氏名・
住所・区分（個人・団体）・電話番
号をご連絡ください
☎ 045‒620‒0743

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児援護基金】（株）エスホケ
ン、ダイセーロジスティクス（株）
横浜ハブセンター

【子ども福祉基金】（株）エスホケン
【ともしび基金】神奈川県立藤沢養
護学校
　（匿名含め7件、合計71,328円）
【寄附物品】（公財）報知社会福祉事
業団、（株）ソロモン商事

【ライフサポート事業】
〈寄付物品〉（Ｎ）セカンド・ハーベス
トジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

2020年で創立60周年 

〒236－0004
横浜市金沢区福浦2－1－12
TEL 045(785)1700
FAX 045(784)6902 http://www.kki.co.jp/

デザイン

印 刷

ホームページ
制作

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください
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かながわ
情報ほほっとっと

　
「
相
談
を
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
急
に

元
気
に
な
る
人
は
い
な
い
け
ど
、
の
ど

か
に
生
活
し
、
元
気
に
な
る
ま
で
見
守

り
、
寄
り
添
う
こ
と
が
大
事
」
と
武
藤

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

武
藤
さ
ん
の
適
切
で
丁
寧
な
回
答
に

「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
て
来
た
相
談
者

は
、
安
心
し
て
帰
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

三
ツ
橋
さ
ん
は
、「
孤
立
す
る
と
人
は

弱
く
な
る
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
人
も
、
武
藤
先
生
に
相

談
す
れ
ば
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
て

ほ
っ
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ぜ
ひ
、

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
に
来
て
下
さ
い
。」
と

呼
び
か
け
ま
す
。

　

相
談
会
は
、
カ
フ
ェ
お
か
ら
さ
ん
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
で
き
ま
す
。

（
企
画
課
）

　

不
登
校
や
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、

子
育
て
等
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
会

「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若

者
・
保
護
者
の
よ
ろ
ず
相
談
会
」
が
定

期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は

東
横
線
菊
名
駅
か
ら
徒
歩
２
分
の
就
労

支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
カ
フ
ェ
お
か
ら
さ

ん
で
す
。

　

運
営
し
て
い
る（
Ｎ
）フ
ラ
ッ
ト
ハ
ー

ト
の
理
事
長　

三
ツ
橋
健
さ
ん
と
、
相

談
を
受
け
て
い
る
理
事
の
武
藤
啓
司
さ

ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

三
ツ
橋
さ
ん
は
、
横
浜
市
社
協
で
地

域
支
援
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
多
文
化

共
生
や
児
童
養
護
施
設
と
も
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
達
か
ら
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
楽
し
く
働
け
る
場

所
が
欲
し
い
と
い
う
声
を
聞
き
、
退
職

し
て
就
労
支
援
事
業
所
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

現
在
利
用
者
は
20
名
、
カ
フ
ェ
や
ア

ト
リ
エ
で
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
他
に
も
、（
Ｎ
）
フ
ラ
ッ
ト

ハ
ー
ト
で
は
、
横
浜
市
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
補
助
事
業
（
サ
ー
ビ

ス
Ｂ
）
や
青
少
年
の
支
援
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

武
藤
さ
ん
は
、
小
学
校
の
教
師
を
退

職
後
、
不
登
校
や
発
達
障
害
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
が
通
う
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
楠

の
木
学
園
の
園
長
、
理
事
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。「
常
に
子
ど
も
と
同
じ
目
線

で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
子
ど
も
た
ち
に
向

き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

相
談
会
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後

に
、
対
面
も
し
く
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
は
、
ひ
き

こ
も
り
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、

障
害
が
あ
る
人
の
就
職
の
こ
と
な
ど

様
々
で
す
が
、
お
か
ら
さ
ん
で
は
、
自

信
の
な
い
人
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
り
、
悩
ん
で
い
る
人
を
励
ま
し
た
り
、

そ
の
人
に
合
っ
た
居
場
所
を
紹
介
し
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
一
緒
に
行

政
へ
出
向
き
、
自
立
に
向
け
た
手
続
き

も
支
援
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で　
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
相
談
す
る
カ
フ
ェ

就
労
支
援
事
業
所（
Ｎ
）フ
ラ
ッ
ト
ハ
ー
ト　

カ
フ
ェ
お
か
ら
さ
ん（
横
浜
市
港
北
区
）

「必要な人に情報を届け
たい」と語る三ツ橋さん

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2022（令和４）年8月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

　　　　カフェおからさん
住所：横浜市港北区篠原１－２－24
問合せ先： https://www.flatheart.or.

jp/

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

https://form.gle/74aewHkEfzQ9ybJQ8

ご意見・ご感想を
お待ちしています！→

優しく相談に答えてく
れる武藤さん

カフェで販売しているおから
サブレとドリンクのセット
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